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東 北 大 学 評 議 員 ( 文 部 大 Ⅱ D
央 北 大 学 文 学 部 長 兼 日 本 文 化 卿 究 施
設 長 ( 女 部 大 Ⅲ )
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 長
( 文 部 大 Π り
東 北 大 学 文 学 部 長 ・ 口 木 文 化 研 究 施
設 長 ・ 大 学 院 文 学 釧 究 科 長 解 任
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上代に於ける日木書紀講読dメ肝究
新撰姓氏録の援修目的について
徹令国家の展開(井上光貞氏と共同執筆)
倭漢氏の研究
新羅沙円行心
畿内制の成立
遣斬羅使の文化史的意義
「古事記」と「日本書紀」
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2天 午 が 胡 の 民 部 ・ 家 部 に つ い て
大 化 の い わ ゆ る 丸 勢 朔 亦 こ つ い て
日 本 古 代 史 と 袖 武 天 卯
大 化 改 新 と 天 望 権 力
甲 斐 の 帰 化 人
大 化 前 後 の 天 皇 権 力 に つ い て
大 イ ヒ 前 後 の 大 夫 に つ い て
「 山 梨 大 学 学 芸 学 部 研
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大 化 の 左 大 臣 阿 倍 内 麻 呂 に っ い て
改 縞 新 撰 姓 氏 録 諸 蕃 之 部 上 ・ 下
昭 和 W 年
昭 和 4 1 年
大 化 改 新
昭 和 3 2 年
大 化 の 斗 Ⅱ 司 国 司 に つ い て
川 孫 Π 3 3 年
大 化 の 郡 司 制 に つ い て
「 雁 史 学 研 究 」  2 3 3
「 山 梨 大 学 学 芸 学 部 研
究 帳 告 」  1 0
( の ち 有 精 堂 『 論 集 日
本 歴 史 ・ 大 和 王 様 』 に
収 録 )
陪 番 2 1
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坂 本 太 郎 博 士 還 暦 記 念
会 『 Π 木 古 代 史 論 集 』 上
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「社会科学の方法」
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作令国家の政治理念
小国的君主観と天皇観
天武朝の氏族政策
!唱和、1011Ξ
昭和'松年
坂本太郎博士古砺起念
会『統日木古代史論集』
分担執筆
『図説日本文化史大系・奈良時代』<政治>
『区1説忌本文化女・、、糸'叉3美畷の乱>
上
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「社会利・学の方法」
9 の12
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川杯訂、16圷
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究所研究蛾告」帰
(のち誥談朴1柳観念
の比較女礼論的研究了
昭和」7年
シンポジウム・対談など
『シソポジウ/、Π木歴史・ 3 ・大化改新』
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松 村 武 雄 「 沖 話 と 歴 史 」 「 日 本 神 話 の 実 相 」
林 屋 辰 三 郎 「 継 体 ・ 欽 明 朝 内 乱 の 史 的 分 析 」
に つ い て
北 山 茂 夫 『 日 本 古 代 政 治 史 の 研 究 』
大 阪 歴 史 学 会 『 律 令 国 家 の 基 礎 擶 造 』
宮 崎 市 定 「 天 皇 な る 称 号 の 由 来 に っ い て 」
1 9 1 9 年 の 歴 史 学 界 ( 回 顧 と 展 望 ) 日 本 史 . 古
『 日 本 に 船 け る 腫 史 学 の 発 達 と 現 状 』 く 第 1
部 日 木 史 ・ 第 2 章 政 治 史 ・ 1 古 代 >
「 歴 史 学 研 究 」
「 歴 史 学 研 究 」
「 日 本 史 研 究 」
「 歴 史 学 研 究 」
「 法 制 史 研 究 」
昭 和 2 5 年
昭 和 2 3 年
昭 和 2 8 年
「 史 学 雑 誌 」
昭 和 謎 年
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